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 引用：『リーフレット「赤ちゃんはなぜ泣くの？」』 

（NPO 法人子ども達の環境を考えるひこうせん） 

眠いのに 

眠れないよ～ 

おなかが 

すいたよ～ 
寂しいよ～ 

暑いよ～ 

寒いよ～ 

オムツが 

ぬれているよ～ 

服がちくちくして 

気持ちが悪いよ～ 

【泣き声は、赤ちゃんの最初の自己主張】 

言葉を話し始めるまでの１年、赤ちゃんは様々な方法で、 

 自分の気持ちを周囲に伝えます。泣くのは、赤ちゃんにとって大切な意思伝達の方法です。 

 赤ちゃんといえども、要求していることは意外と多岐にわたります。 

 赤ちゃんのいる環境や、それまでの経緯を思い起こすと、泣いている理由がわかってくる 

場合もあります。 

 でも、考えてもわからないときには「どうしたの？」と、赤ちゃんの声に答えると、 

 そうしたコミュニケーションが赤ちゃんの気持ちを安心させます。 

 

 

【赤ちゃんは、こんなことを要求しています】 

 生まれたばかりの赤ちゃんも「快」「不快」「興奮」を感じています。 

【守られることで、 

子どもは「自分は大切な存在なんだ」とわかります】 

 

たくさん甘えさせてあげましょう。なぜなら守られているという安心感が、子ども 

の根っこをつくるからです。 

おなかがすいたと泣けばおっぱいがもらえ、不快で泣けばオムツを替えてもらえる。 

それは、「不安→でも大丈夫→不安→でも大丈夫」という経験の繰り返しです。 

少なくとも 3 歳までは「厳しくしつけなきゃ」などと考えず、思う存分甘えさせて 

あげていいのです。 

【愛着】 

人を好きになる、信頼する、感じる、学ぶ・・ 

 

こんな力は、赤ちゃんが自分の世話を 

してくれる人との間に深い感情的な結びつきをつくる 

ことによつて発達します。この感情的な結びつきを 

「愛着（アタッチメント）」 
 

と呼んでいます。 

赤ちゃんが泣いたら、そばに行ってあげましょう。 

赤ちゃんをどんなにかまっても、甘やかすことににはなりません。 

赤ちゃんは泣くことで、自分の要求を伝えようとしているのです。 

赤ちゃんは、自分が一人ではないことを確認したいのです。 
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引用：『啓発資料「乳児健診（4 か月・10 か月）用 赤ちゃんにテレビは要りません」』 

（NPO 法人子どもとメディア） https://komedia.or.jp/ 
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